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 近年の高平滑加工の高能率化要求にともない，粒度#140 のメタルボンドダイヤモンド砥石を用い，研磨面に近

い仕上面が得られる超平滑研削加工法が考案された．本報では，超平滑研削加工法の適用におけるアルミナチタ

ンカーバイドセラミック(Al2O3-TiC)の研削特性を検討した． 
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